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メール不足が交流・共同学習に足かせ

第 1 章 教育

小中高e

コミュニケーションと交 流 ・ 共 同 学 習

インターネットの特徴であるコミュニケーションメディアとして

の機能が、学校教育の場でどう活かされているかを調べた。まず、

交流・共同学習の経験を2項目選択で尋ねたが、資料3-1-8で示

されるように「経験なし」が54％である。内訳は、高等学校

69％、中学校55％、小学校37％であり、学年が下るほうが交

流・共同学習が盛んである。交流・共同学習の対象としては、

国内（県外）の学校が24％で、これに地域の学校・クラスが

14％と続く。ただし高等学校では、海外の学校が最も多く16％

となっている。

コミュニケーションの基本的ツールである電子メールのアカウ

ントの発行状況を教職員、児童・生徒についてそれぞれ調べた結

果が資料3-1-9および資料3-1-10である。教職員の場合、学校あ

たり0〜3アカウントを合わせると61％で昨年より10ポイント減

った。このように、教職員へのメールアカウントの発行も着実に

増加している一方で、児童・生徒に関しては、アカウントが発行

されていない学校が64％と、昨年から大きく変化していない。

次に、交流・共同学習の際の障害を2項目選択で挙げてもら

ったものが資料3-1-11である。先に見たように、「メールアカウン

トの不足」が40％でトップとなり、続いて「児童・生徒のプラ

イバシーが保てる」が35％と、昨年より10ポイント上昇している。

これに、「国内交流・共同学習の相手がみつからない」が32％で

続いている。

（越桐國雄　大阪教育大学教育学部教授）
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出所　大阪教育大学「インターネットと教育」
調査結果を元に作成
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資料3-1-10　児童・生徒のメールアドレス数

出所　大阪教育大学「インターネットと教育」調査結果を元に作成
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資料3-1-11　交流・共同学習の問題点

出所　大阪教育大学「インターネットと教育」
調査結果を元に作成
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注）2項目選択合計200％で表示
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